
取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書: AA360, AA1000: AA360, AA1000: AA360, AA1000: AA360, AA1000                                            11.11.11.11.11111111 版版版版    

基本操作基本操作基本操作基本操作    

バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー取扱上取扱上取扱上取扱上のののの注意注意注意注意    

バッテリーは取扱を誤ると大変危険です。必ずバッテリー取扱上の一般的注意事項を 厳守して診

断を行ってください。 

AA AA AA AA シリーズシリーズシリーズシリーズ    対応対応対応対応バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー    

AA360 と AA1000 は、ほぼすべての 6V および 12V 鉛蓄電池を診断することができます。20V 以上

のバッテリーシステムにテスターを接続するとテスターは致命的な損傷を受ける場合があります。こ

のような場合は保証の対象外となりますのでご注意ください。  

プリンタープリンタープリンタープリンターのののの接続接続接続接続（（（（プリンタープリンタープリンタープリンター付属付属付属付属のののの場合場合場合場合））））およびおよびおよびおよびカバーカバーカバーカバー    

診断機底下部中央のゴムカバー片をとると接続端子があらわれます。診断機前面側がプリンター

の用紙出力側になるように取り付けます。その後カバーを取り付け、しっかりと接続を保持させま

す。 

アーガスアーガスアーガスアーガス    バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー診断機概要診断機概要診断機概要診断機概要    

ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイ    

 

 

 

 

 

 

 

1. 診断項目表示  

2. ゲージ 

3. バッテリー良否アイコン  

4. 充電不足/過充電アイコン 

5. SOC・温度自動補正モード 

6. 内部電池不足 



7. プリンター/メモリー接続表示 

8. 基準値 

9. 測定値 

10. 「エンジン始動」アイコン 

11. 「エンター」アイコン 

12. バッテリー規格 

13. バッテリー既定電圧 

14. 充電システム良否アイコン 

    

入力入力入力入力ボタンボタンボタンボタン    

 

A. 決定/印刷, [enter/print] 

B. 進む, [>] 

C. 戻る, [<] 

    

基本操作基本操作基本操作基本操作    

1. クランプをバッテリーターミナルにしっかり接続します  

2. バッテリー定格電圧を選択:[>]か[<]ボタンで選んで決定ボタン[enter/print]で選択します 

3. バッテリー規格を選択:[>]か[<]ボタンで選んで決定ボタン[enter/print]で選択します 

4. バッテリー基準値を選択:[>]か[<]ボタンで基準数値を選んで決定ボタン[enter/print]で選択します 

5. (エンジンスタート)と (決定)アイコンに従ってテストを完了させます 

6. 決定ボタン[enter/print]を押すと診断結果がディスプレイに表示されます。[>]または[<]ボタンを押

すと詳細なテスト数値を見ることができます 

7. 決定ボタン[enter/print]を長押しすると診断結果が印刷/保存されます(プリンターをあらかじめ取り

付けておきます) 

 



診断機初期設定診断機初期設定診断機初期設定診断機初期設定、、、、オプションオプションオプションオプション設定設定設定設定    

ユーザーの使用状況に応じて各種設定が可能です。各種設定は内部電池により保存されますので、

変更を行うまで都度設定の必要はありません。 

• 設定中は、診断機をバッテリーに接続してください。 

• 設定を誤った場合は、途中でバッテリーから取り外して再度設定を行ってください。  

• 設定中は、プリンターを取り付けておく必要はありません。 

設定設定設定設定モードモードモードモード    

SoC ページ時に[<]を 3 秒間長押しすると設定モードになります。左上に‘Prn’と表示されます。各種

設定は[>]または[<]を押し数値や設定を選択します。[enter/print]を押すと決定され次項目設定へと

移ります。‘P-S’の設定で完了となります 

各設定は左上の表示で確認できます  

1. ‘Prn’ プリント出力言語設定 

2. ‘Yr’ Set Year. 

3. ‘Dat’. 日、月 

4. ‘ti’. 時、分 

5. ‘Ey’. イージーテストモード‘On’または‘Off’ 

6. ‘P-F’. 良好/不良モード‘On’または‘Off’  

7. ‘P-S’. 出力モード ‘P’=印刷のみ、‘S’=データ保存のみ、‘P-S’=印刷、データ保存両方  

注:設定を行わずに次項目に進む場合は[enter/print]を押します 

設定設定設定設定 1: ‘Prn’ 1: ‘Prn’ 1: ‘Prn’ 1: ‘Prn’ 出力言語選択出力言語選択出力言語選択出力言語選択    

プリンターAATPR20 は 22 の言語から選択設定できます。‘Prn’ ページで[<]または[>]ボタンにより

以下の言語番号からお好みの言語を選択します。選択後、決定 ボタン[enter/print]を押します 

 

1. English 

2. French 

3. German 

4. Dutch 

5. Spanish 

6. Portuguese 

7. Italian 

8. Swedish 

9. Czech 

10. Hungarian 

11. Polish 

12. Turkish 



13. Danish 

14. Finnish 

15. Russian 

16. Japanese 

17. Chinese 

18. Korean 

19. Croatian 

20. Greek 

21. Bulgarian 

22. Slovenian 

設定設定設定設定 2: ‘Yr’ 2: ‘Yr’ 2: ‘Yr’ 2: ‘Yr’ 西暦年設定西暦年設定西暦年設定西暦年設定    

[<]または[>]で西暦を選択し[enter/print]ボタンで決定します 

設定設定設定設定 3: ‘Dat’ 3: ‘Dat’ 3: ‘Dat’ 3: ‘Dat’ 月日設定月日設定月日設定月日設定    

[<]または[>]で日を選択し[enter/print]ボタンで決定します。同様に[<]または[>]で月を選択し

[enter/print]ボタンで決定します。 

設定設定設定設定 4: ‘ti’ 4: ‘ti’ 4: ‘ti’ 4: ‘ti’ 時刻設定時刻設定時刻設定時刻設定    

[<]または[>]で時を選択し[enter/print]ボタンで決定します。同様に[<]または[>]で分を選択し

[enter/print]ボタンで決定します。 

設定設定設定設定 5: ‘Ey’ 5: ‘Ey’ 5: ‘Ey’ 5: ‘Ey’ イージーテストモードイージーテストモードイージーテストモードイージーテストモード    ‘On’‘On’‘On’‘On’またはまたはまたはまたは‘Off’ ‘Off’ ‘Off’ ‘Off’     

イージーテストモードではバッテリー診断を行う際の入力項目を減らし、より容易にすばやく診断す

ることができます。‘On’にすると, 「定格電圧」「バッテリー規格」項目の前回設定が記憶され、以降

の入力が省略されますので、「基準値」のみの入力ですぐに診断を開始することができます。 

[<]または[>]ボタンで‘On’または‘off’を選択し[enter/print]ボタンで決定します。 

設定設定設定設定 6: ‘P6: ‘P6: ‘P6: ‘P----F’ PassF’ PassF’ PassF’ Pass（（（（良好良好良好良好））））/Fail/Fail/Fail/Fail（（（（不良不良不良不良））））モードモードモードモード    ‘On’‘On’‘On’‘On’またはまたはまたはまたは‘Off’‘Off’‘Off’‘Off’    

通常の診断モードでは、各テスト結果は「不良」「要注意」「良好」の 3 段階、アドバイスも 3 段階で表

示されます。Pass/Fail モードでは「要注意」は「良好」となり、各テスト結果は「不良」「良好」の 2 段階

のみとなりアドバイスも 2 段階に集約されます。このモードはバッテリー保証などにたずさわるプロ

の使用に適しています。 

[<]または[>]ボタンで‘On’または‘off’を選択し[enter/print]ボタンで決定します。 

設定設定設定設定 7: ‘P7: ‘P7: ‘P7: ‘P----S’ S’ S’ S’ 出力設定出力設定出力設定出力設定 ‘P’= ‘P’= ‘P’= ‘P’=用紙印刷用紙印刷用紙印刷用紙印刷, ‘S’=, ‘S’=, ‘S’=, ‘S’=データデータデータデータ保存保存保存保存, ‘P, ‘P, ‘P, ‘P----S’=S’=S’=S’=用紙用紙用紙用紙    

    



印刷印刷印刷印刷ととととデータデータデータデータ保存保存保存保存    

診断結果を用紙印刷のみする場合は‘P’を、データ保存のみする場合は‘S’を、用紙印刷とデータ

保存両方を行う場合は‘P-S’を選択し、[enter/print]ボタンで決定します。 

‘P-S’を選択した場合は、ユーザー車両およびバッテリー情報項目欄が診断結果に続いて印刷さ

れます。後ほど保存データを「アーガスデータマネージャー」を利用してパソコン管理する際に参照

できますので必要に応じてご自身で記入しておいてください。 

[<]または[>]ボタンで‘お好みの出力設定を選択し[enter/print]ボタンで決定します。 

出力用紙出力用紙出力用紙出力用紙ヘッダーヘッダーヘッダーヘッダー部部部部、、、、文字出力設定文字出力設定文字出力設定文字出力設定    

診断機 AA360 と AA1000 は出力用紙のヘッダーに 3 行まで英数字を表示することができます。パソ

コン用ソフト「アーガスデータマネージャー」を使用して簡単に設定することができます  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



診断手順診断手順診断手順診断手順    

Step 1: Step 1: Step 1: Step 1: バッテリーバッテリーバッテリーバッテリーへのへのへのへの接続接続接続接続    

診断機の赤クランプをバッテリーの(+)ターミナルに黒クランプを(-)ターイナルに接続します。正確に

計測するために、できる限り、ターミナルに直接または近くに接続し、クランプをゆすって締め付け、

歯を食い込ませます。 

• 常にクランプをバッテリーターミナルの鉛部に直接くわえ込ませてください。ボディアースやリモート

ポストなどへの接続は診断結果を誤らせます。それぞれのクランプの歯は、共にバッテリーターミ

ナルに接続させてください。片方の歯がターミナルに触れていないと正しく計測できず、時にスパ

ークを発生させます。 

• バッテリー診断を始める前に、負荷や充電器などを停止してください。それらはバッテリー寿命テス

トに影響はしませんが、充電状態や始動能力テストの数値に影響を与えます。 

バッテリーに接続すると診断機はピー音とともに作動を開始し、液晶表示が点灯します。診断機が

作動するにはバッテリー電圧が最低でも 4.7V 以上必要です。もしバッテリー電圧が 4.7V 未満の場

合は、診断前に充電をする必要があります。 

診断をやり直す際は、クランプを一旦バッテリーから取り外し、最初からやり直してください。 

Step 2: Step 2: Step 2: Step 2: 診断基準設定診断基準設定診断基準設定診断基準設定    

診断開始時には、バッテリー定格電圧、バッテリー規格、基準値を入力します。この設定、入力値を

基準として診断結果を導き出します。  

バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー定格電圧設定定格電圧設定定格電圧設定定格電圧設定    

 

診断機をバッテリーに接続すると定格電圧が点滅します。[>]または[<]で(6V または 12V)電圧を選

択し[enter/print]で決定します。 

バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー規格設定規格設定規格設定規格設定 

 

 

 

 



アーガス診断機は WET、メンテナンスフリー、ゲル、VRLA、AGM、スパイラルなどの鉛バッテリーお

よびニカド、リチウムなど全ての 6V または 12V のバッテリーを診断することができます。それぞれ

のバッテリー診断に必要な規格を選択することができます。 

バッテリー定格電圧を決定するとバッテリー規格が点滅します。 。[>]または[<]で(CA, CCA, EN, 

EN2, DIN, Ω)規格を選択し[enter/print]で決定します。 

自動車用バッテリーの多くは、バッテリーに載されている規格を選択します。JIS 規格は、バッテリー

容量を表さないため本診断機の規格には不適なため、JIS規格バッテリーの場合はCCAを選択し、

添付の換算表を参照して入力します。換算表は目安とし、当該バッテリーの新品時の計測値を控え、

活用するのが理想です。  

 

 

用途用途用途用途 種類種類種類種類 バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー規格規格規格規格 

自動車、マリンなど始動用 WET、 液栓タイプ、メンテ

ナンスフリー、ゲル 

CCA,、CA、EN、EN2、DIN 

ディープサイクル WET、液栓タイプ、メンテナ

ンスフリー 

Ω 

AGM AGM Ω 

その他  Ω 

バッテリー規格が JIS、CA、CCA、EN、EN2、DIN 以外の場合は Ω を選択してください。 

規格規格規格規格 単位単位単位単位 詳細詳細詳細詳細 主用途主用途主用途主用途 

CCA  CCA コールドクランキングアン

ペア 

SAE 規格 

北米、日本、自動車用 

CA (= MCA) CA クランキングアンペア、マ

リンクランキングアンペア 

北米、マリン用、デュアルパーパスバッテ

リー 

EN A 欧州標準 欧州、自動車用 

EN2 A 欧州標準 欧州、自動車用 

DIN A ドイツ標準 欧州、自動車用（旧規格） 

Ω mohm 内部抵抗値 AGM やディープサイクル、その他のバッ

テリー 

バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー基準値設定基準値設定基準値設定基準値設定    



 

バッテリー規格を設定すると、基準値欄が点滅します。[>]または[<]でバッテリー基準値を選択しま

す。[>][<]ボタンは押し続けると数値は早送りされます。[enter/print]で決定します。決定された基準

値はディスプレイ下部に表示されます。 

基準値設定が不要な場合は、選択せずにそのまま[enter/print]で診断を開始してください。ただし、

バッテリー寿命の判定は行われません。 

• 基準値の設定やバッテリー規格の選択を誤るとバッテリー寿命の判定結果も誤ったものとなりま

す。  

• 基準値の設定を行わない場合、バッテリー寿命の判定は行われませんが、計測された値は表示さ

れます。 

• JIS 規格バッテリーや mΩ を基準値とするバッテリーは、バッテリーに基準値の記載がない場合が

あります。このような場合には、当該バッテリーまたは同タイプの新品時の値を控えておき、それを

基準として診断するのが最も間違いの無い方法であり、正確に寿命を診断することが可能となりま

す。JIS 規格については目安となる換算表を添付しておりますので、参照してください。 

• 最新の JIS 規格-CCA 換算表はこちらにも掲載されています。 http://www.was-inc.jp  

Step 3: Step 3: Step 3: Step 3: バッテリーシステムバッテリーシステムバッテリーシステムバッテリーシステム診断診断診断診断    

診断基準の設定を完了すると、自動的に診断が開始されます。 

基本値測定基本値測定基本値測定基本値測定: ‘SoC’(State of Charge): ‘SoC’(State of Charge): ‘SoC’(State of Charge): ‘SoC’(State of Charge)画面画面画面画面    

 

 

 

 

 

(‘SoC’)画 面にてバッテリー電圧と充電

状態、バッ テリー温度が測定され、ゲー



ジと％で表示されます。同時に(エンター)アイコンが点滅します。[enter/print]を押すと(‘BL’)画面に

なりバッテリー寿命が測定されます。 

バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー寿命寿命寿命寿命テストテストテストテスト: ‘BL’(BATTERY LIFE): ‘BL’(BATTERY LIFE): ‘BL’(BATTERY LIFE): ‘BL’(BATTERY LIFE)画面画面画面画面    

 

(‘BL’)画面になりバッテリー寿命が測定され、バッテリーが余命がゲージと%で表示されます。同時

に (エンジンスタート)アイコンが点滅します。エンジンをスタートすると(‘CH’)画面になり

始動能力が測定されます。 

 

始動能力始動能力始動能力始動能力テストテストテストテスト: ‘CH’(Cranking Health): ‘CH’(Cranking Health): ‘CH’(Cranking Health): ‘CH’(Cranking Health)画面画面画面画面(AA1000(AA1000(AA1000(AA1000 のみのみのみのみ))))    

 

(‘CH’)画面になりエンジン始動能力が測定され、ゲージと%で表示されます。同時に充電システム

の測定が開始されます。 



(エンジンスタート)アイコンが点滅している際は始動能力テストをいつでも行えます。始動

能力テストは車載されたバッテリーのみ測定することができます。車両から外され、エンジン始動負

荷をかけることができない状態では、このテストをせずにバッテリー診断を終了させます。 

1. エンジンを始動させるまえに、ライト、エアコン、オーディオなどの電気負荷を止めておきます。 

2. (‘BL’)画面で (エンジンスタート)アイコンが点滅している状態でエンジンを始動します。 

(‘CH’)画面になりエンジン始動能力が測定され、ゲージと%で表示されます。 

充電充電充電充電システムテストシステムテストシステムテストシステムテスト    

(AA1000(AA1000(AA1000(AA1000 のみのみのみのみ))))    

エンジン始動能力が測定されると同時に充電システムの測定が開始されますのでエンジンは回転

したままにしておきます。充電電圧とダイオードリップルが測定されます。  

注意：発電制御システムを備えている車両では、エンジン始動直後に発電が開始されない場合が

あります。この際には不良アイコンが点灯しますので、エアコンやライトなどの電気負荷をかけ、数

分内に発電が開始されるまで診断機はそのままでアイコンを観察します。発電が開始されると充電

システムのテストが有効となります。 

Step 4: Step 4: Step 4: Step 4: 診断結果診断結果診断結果診断結果のののの印刷印刷印刷印刷////保存保存保存保存        

すべてのテスト結果や測定値は診断機をバッテリーから取り外すまで、何度も表示させることがで

きます。[enter/print]ボタンを押すとそれぞれの測定画面が順に表示されます。 [>]または[<]でテ

スト内の異なる測定値を表示させることができます。 

プリンターが取り付けられている場合は、 プリンターアイコンが表示されています。ボタン

を2秒間押し続けるとピー音と共に用紙印刷またはデータ保存またはその両方が行われます。  

これらの作業は、どのテスト段階でも行うことができ、実施したテストのみが保存、印刷され

ます。 

 

 

 

 

 

 



診断結果解説診断結果解説診断結果解説診断結果解説    

基本値基本値基本値基本値: ‘SoC’ : ‘SoC’ : ‘SoC’ : ‘SoC’ 画面画面画面画面    

充電状態(‘SOC’)はバッテリーにどの程度まで充電されているかを示します。充電状態は、満充電

か否かを示すものであり、バッテリー寿命や能力とは関係なく計測されます。  

 

1. グラフセクション：SoC%をゲージと数値で表示します。充電不足・過充電アイコンが必要に応じて点

灯し注意を促します。 

2. 主データセクション：バッテリー電圧を表示します。 

3. 参照セクション：入力した基準値と次画面への移行を促すアイコンが表示されます。 

SoCが25%を下回る場合は、 充電不足アイコンが点灯し、診断機はピー音を発します。このような

バッテリーは、すぐに充電することをお勧めします。 

SoC はバッテリー容量（寿命）計測値に影響を与えます。そのため、診断機は自動的に SoC に応じ

て容量計測値を補正します。これは、満充電の状態を仮定してバッテリー寿命を判断しようとする試

みです。しかしながら補正プログラムには多少の誤差が生じますので、より正確にバッテリー容量

を計測したい場合は、バッテリーを満充電にしてから再度計測してください。  

ScC はバッテリー電圧から測定されます。バッテリーは電気負荷により電圧が下がり、充電時には

電圧が上がります。このような状況ではSoC計測は正確に行われません。できる限りの電気負荷を

切り、充電直後を避けることで正確に計測することができます。万一 SoC 測定結果が大幅に誤差を

生じた場合は、バッテリー容量（寿命）計測値に大きな影響を及ぼします。  

バッテリーバッテリーバッテリーバッテリー寿命寿命寿命寿命: ‘BL’ : ‘BL’ : ‘BL’ : ‘BL’ 画面画面画面画面    

バッテリー寿命は、入力した基準値（バッテリー新品時の想定容量）と現在のバッテリー容量を比較

し、残り寿命を算出します。 

 



1. グラフセクション：BL%をゲージと数値で表示します。良好・不良・注意アイコンがテスト結果に基

づき点灯します。 

2. 主データセクション：バッテリー容量を表示します。 

3. 参照セクション：入力した基準値と次画面への移行を促すアイコンが表示されます。 

バッテリーの残り寿命（余命）を%で算出します。100%は、入力した基準値と同じかそれ以上の容量

が測定された場合に表示されます。0%は、寿命が尽きており、突然のバッテリートラブルが起きる可

能性が非常に高いことを意味します。  

BL は、入力した基準値（バッテリー新品時の想定容量）と現在のバッテリー容量（自動的に SoC と

バッテリー温度から補正した数値）を比較し、残り寿命を算出します。新品時バッテリー容量の 65%

まで容量が減少すると、交換すべき時期と判断されます。従って、診断機は、バッテリー新品時比

65%の容量を BL0%と設定しています。35%の容量減少分を 100 分割して BL%を決定しています。  

表示されているバッテリー容量は SoC とバッテリー温度から補正算出された数値です。(‘SoC’ ‘T’

アイコンが右側に表示されています) 

- 不良、すぐに交換 

BL0%は、バッテリーが寿命であることを意味し、診断機は 3 度警告音を鳴らします。バッテリーをす

ぐに交換するようアドバイスされます。  

BL0%であっても、当該バッテリーには 65%かそれ以下の容量が残っています。しかしながら当該車

両が必要とするバッテリー容量から 35%減少していること、およびバッテリー内部の物理的劣化を意

味しますので早急にバッテリー交換を行うべきと診断されます。エンジン始動能力テストの結果もあ

わせて参考にします。 

容量の減少割合や内部抵抗値などに、バッテリーメーカー指定の判定基準がある場合は、基準値

を入力せずに診断を行い、計測された数値で判断してください。 

~ (交互点灯) – 注意、早めの交換を推奨  

BL が 1%から 50%の場合、 良好アイコンと不良アイコンが交互に点灯し、注意を促します。すでに半

分以上劣化が進行しており、早めのバッテリー交換が推奨されます。 

注意：‘Pass/Fail’モードが選択されている場合には良好アイコンのみ表示され、引き続き使用のア

ドバイスがなされます。 

- 良好、引き続き使用 

BLが 50%を超える場合は、良好アイコンが点灯します。バッテリーは十分に使用できます。  



注意：高容量のバッテリーは、添付換算表の参考基準値よりCCA値が高いことがあり、測定値が

設定した基準値より高くなることがあります。 

+ - 充電後、引き続き使用 

BLが50%を超えているが、SoCが75%未満の場合、良好アイコンと充電不足アイコンが点灯します。

バッテリー寿命は十分にありますが、充電が不足しています。バッテリー使用前に必ず充電してくだ

さい。放電した状態はバッテリーの劣化を早めます。 

- 充電後再テスト 

SoCが0%の場合、充電不足アイコンが点灯します。このような場合は、正しい診断が行えず、良好、

不良アイコンは表示されません。充電後、再度診断をしてください。 

注意：基準値を入力していない場合は、BL は算出されません。測定値のみが表示され、良好、不良

アイコンも表示されません。 

[>]または[<]を押すと主データセクションに以下の測定値が表示されます：  

• SoC と温度補正をされた CCA または A または Ω  

• 補正を経ない測定されたままの CCA または A または Ω  

• バッテリー内部抵抗値(mΩ) 

• バッテリーコンダクタンス、シーメンス(MHO) 

テスト結果は補正された数値に基づき算出されます。 

エンジンエンジンエンジンエンジン始動能力始動能力始動能力始動能力: ‘CH’ : ‘CH’ : ‘CH’ : ‘CH’ 画面画面画面画面    

(AA1000(AA1000(AA1000(AA1000 のみのみのみのみ))))    

エンジン始動能力(CH)は、診断バッテリーが当該車両のエンジンを始動する能力をエンジン始動時

のバッテリー電圧から算出します。  



 

 

1. グラフセクション: CH %をゲージと数値で表示します。良好・不良・注意アイコンがテスト結果に基

づき点灯します。 

2. 主データセクション：エンジン始動時の最低電圧を表示します。 

3. 参照セクション：入力した基準値と次画面への移行を促すアイコンが表示されます。  

CH は実際にエンジンを始動させて計測し、始動能力を算出し%で表示します。CH100%は、十分にエ

ンジンを始動する能力があるバッテリーであると判断されます。CH0%は、エンジンを始動するだけ

の能力が診断バッテリーには不足していると判断されます。 

CH が通常気温(10℃～30℃)の環境で 40%を下回る場合は、氷点下の環境ではエンジン始動が困

難になると予想されます。 

CH は気温に大きく左右されます。バッテリー温度が-15℃を下回る場合は、良好なバッテリーでさえ

CH%は注意、不良、となることがあります。このような環境では CH のみでのバッテリー交換判断は

誤ることがあります。 

SoC は CH に大きく影響します。もし SoC が 75%を下回る場合には、充電後に再度診断することでよ

り正確な CH を算出することができます。 

エンジンが冷えている、オイル等も同様に冷えている状態からのエンジン始動時に、CH は最も低く

なります。暖気後の CH は高くなります。バッテリー交換の判断は、冷えている状態からの CH を参

考にするのが理想です。 

– 不良、すぐに交換 

CH0%は、バッテリーが当該車両のエンジンを始動する力が不足していることを意味し、診断機は 3

度警告音を鳴らします。バッテリーをすぐに交換するようアドバイスされます。  



~ (交互点灯) – 注意、早めの交換を推奨  

CHが1%から50%の場合、 良好アイコンと不良アイコンが交互に点灯し、注意を促します。当該車両

のエンジンを始動する力が弱まっており、早めのバッテリー交換が推奨されます。 

注意：暖気後のエンジン計測で「CH 注意」の結果が見られる場合は、冷間時のエンジン始動に不

安があります。適宜、適切な判断が求められます。 

– 良好、引き続き使用 

CH が 50%を超える場合は、良好アイコンが点灯します。バッテリーは当該車両のエンジンを始動す

る力が十分にあります。  

充電充電充電充電システムテストシステムテストシステムテストシステムテスト    

(AA1000) 

CH 測定後（エンジンは回転したまま）、診断機は車両の充電システムをモニターし、テストします。

充電電圧とダイオードリップルをそれぞれ測定し良否判定をします。 

注意：発電制御システムを備えている車両では、エンジン始動直後に発電が開始されない場合が

あります。この際には不良アイコンが点灯しますので、エアコンやライトなどの電気負荷をかけ、数

分内に発電が開始されるまで診断機はそのままでアイコンを観察します。発電が開始されると充

電システムのテストが有効となります。  

注意：エンジンを停止すると発電も停止するため「不良」と表示されます。テストが終了するまでエ

ンジンを停止しないでください。 

– 充電システム良好、充電電圧・ダイオードリップル OK 

充電電圧が適正でダイオードリップルが許容範囲内にあるとき良好アイコンが点灯します。 

– 充電システム不良  

充電電圧が適正でない、またはダイオードリップルが許容範囲外にあるとき不良アイコンが点灯し

ます。 

- 充電電圧不足 



オルタネータの充電電圧が 13.2V を下回る場合は、充電電圧不足のアイコンが点灯します。オルタ

ネーターはバッテリー充電に必要な電圧を出力していないと考えられます。 

- 過充電 

オルタネータの充電電圧が 15.2V を上回る場合は、過充電のアイコンが点灯します。ボルテージレ

ギュレターを点検してください。過充電によりバッテリー寿命は大幅に短縮されます。 

充放電充放電充放電充放電バランステストバランステストバランステストバランステスト（（（（必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて））））    

充電系統の点検をさらに正確に行いたい場合や、充電システムに不安がある場合、バッテリー充電

電圧をモニターすることにより発電量が十分か否かを判断することができます。 

１．エンジンをかけたまま[enter/print]を押して SoC 画面に戻ります。 

２．ライト、エアコンなどをオンにし、電気負荷を十分にかけます。 

３．充電電圧をモニターします。 

電圧がほとんど落ちず 13.4V 以上を維持している---良好 

電圧が 13.3V 以下 12.6V 以上まで落ち込む---注意 

電圧が 12.6V 未満まで落ち込む---不良。オルタネータ劣化の可能性があります。 

４．エンジン回転数を 2000rpm から 3000rpm 程度まであげます。 

５．充電電圧をモニターします。 

電圧が安定している---良好 

電圧が 15V 以上になる---注意。電圧レギュレター不良の可能性があります。 

電圧が不安定に変動する---注意。オルタネータ劣化の可能性があります。 

24V24V24V24V 車両車両車両車両のののの診断診断診断診断    

24V 車両は 12V 個々のバッテリーについて通常通りのテストをすることにより、それぞれのバッテリ

ーを診断できます。 

それぞれの 12V バッテリー計測時に他方のバッテリーを取り外す必要はありません。 

注意：24V の直列回路に診断機を接続しないでください。致命的な損傷を与えます。 

24V 車両のバッテリー診断は、通常のバッテリー診断の他にそれぞれのバッテリーのバランスを調

べることが肝要です。他方が劣化していると良好なバッテリーに悪影響を及ぼし、結果として早期に

バッテリートラブルに至ります。 



１．それぞれのバッテリーの内部抵抗値 mΩ を記録しておき、10%以上の差がある場合は、抵抗値

の高いほうのバッテリーを交換します。 

２．エンジン始動電圧の差が 0.5V 以上ある場合、充電電圧の差が 0.5V 以上ある場合は、バッテリ

ー劣化差や車両バッテリーケーブルの劣化や接続状態を調べます。 

 

診断結果考察診断結果考察診断結果考察診断結果考察    

各テスト結果は診断機をバッテリーから取り外すまで何度でも表示させることができます。

[enter/print]ボタンを押すたびに各テスト結果が順次画面に表示されます。 

診断結果を印刷または保存するにはバッテリーに接続したままの状態で[enter/print]をピー音がす

るまで 2 秒間押し続けます。  

SOC、BL、CH はそれぞれ異なる角度からバッテリーをテストしています。どれもがバッテリーの状

態、温度、劣化に影響され、互いの測定値にも影響し合います。正確な診断には、これらを総合的

に判断する必要があります。また、バッテリーを充電するための車両の充電システムもあわせて考

察することで、バッテリーの充放電サイクルに沿った総合診断が可能となります。 

BL と CH のマトリックスからバッテリー交換に関するアドバイスを行います。 

診断結果をわかりやすくユーザーに伝える「バッテリー診断カルテ」はこちらからダウンロードできま

す。 http://www.was-inc.jp  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

バッテリー寿命テスト結果(BL)  

0% 不良 1 – 50% 注意 51 – 100% 良好 

0% 

不良 

すぐに交換 

バッテリーの劣化により十分な

量の電気を貯められません。電

気が不足してエンジンを始動す

る能力も不足しています。 

すぐに交換 

エンジンを始動する能力が不足してい

ます。貯められる電気の量も減っていま

す。 

入力したバッテリー基準値が低く間違っ

ている、バッテリーサイズが小さすぎ

る、極寒の環境、放電気味、セルモータ

ー異常等が考えられます。 

すぐに交換 

バッテリーは電気を貯める能力を残しています

が、エンジンを始動する能力が不足しています。 

入力したバッテリー基準値が低く間違っている、

バッテリーサイズが小さすぎる、極寒の環境、放

電気味、セルモーター異常 

等が考えられます。 

1 – 50% 

注意 

すぐに交換 

バッテリーの劣化により十分な

量の電気を貯められません。エ

ンジンを始動する能力はいくら

か残っていますが、突然のバッ

テリー上がりの危険がありま

す。 

入力したバッテリー基準値が高

めに間違っている、バッテリー

サイズが十二分に大きい、エン

ジン暖気後または夏場の始動

である等が考えられます。 

早めの交換 

貯められる電気の量が減りつつありま

す。エンジンを始動する能力も弱まって

います。エンジン始動後すぐや夏場で

あれば、寒冷時にはエンジン始動がで

きなくなる可能性があります。 

早めの交換 

エンジンを始動する能力が弱まっています。エン

ジン始動後すぐや夏場であれば、寒冷時にはエ

ンジン始動ができなくなる可能性があります。 

入力したバッテリー基準値が低く間違っている、

バッテリーサイズが小さすぎる、極寒の環境、放

電気味、セルモーター異常 

等が考えられます。 

エンジン 

始動能力 

テスト結果(CH)  

51 – 100% 

良好 

すぐに交換 

バッテリーの劣化により十分な

量の電気を貯められません。エ

ンジンを始動する能力はありま

すが、電気が不足して、突然に

バッテリーが上がったり急激に

バッテリーの劣化が進行する危

険があります。 

入力したバッテリー基準値が高

めに間違っている、バッテリー

サイズが十二分に大きい、エン

ジン暖気後または夏場の始動

である、等が考えられます。 

早めの交換 

貯められる電気の量が減りつつありま

す。エンジンを始動する能力は十分に

ありますが、バッテリーに負担がかかる

と突然にバッテリーが上がる可能性が

あります。 

入力したバッテリー基準値が高めに間

違っている、バッテリーサイズが十二分

に大きい、エンジン暖気後または夏場

の始動である、等が考えられます。 

良好 引き続き使用可 

 

 

 



診断結果診断結果診断結果診断結果のののの印刷印刷印刷印刷とととと保存保存保存保存    

プリンターを接続していると、診断結果を印刷したり保存したりすることができます。  

[enter/print]ボタンを長押しすると実行されます。 

診断結果出力設定診断結果出力設定診断結果出力設定診断結果出力設定    

診断結果の出力方式（用紙印刷のみ、データ保存のみ、その両方）の選択は診断機オプション設定

にて行います。詳しい設定方法は「診断機初期設定、オプション設定」項を参照してください。 

‘SoC’ページにて[<]を 3 秒間長押しすると（ピー音）初期設定、オプション設定画面になります。

[enter/print]ボタンで項目を進めて出力設定画面にします。 

 

[>]または[<]で出力モードを選択します。  

‘P’ = 用紙印刷のみ 

‘S’ = データ保存のみ 

‘P – S’ = 印刷と保存  

[enter/print]で決定します。  

    

診断結果出力診断結果出力診断結果出力診断結果出力        

プリンターが接続されていると  アイコンが点灯しています。[enter/print]ボタンを 2 秒間長

押しすると診断結果が出力されます。 



(‘P’)用紙印刷のみに設定した場合、すぐに印刷されます。＊ロール紙が無い場合は、プリンターア

イコンは点灯しません。 

(‘S’)データ保存に設定した場合は、‘SAV’画面が表示されます。  

 

主データセクションには、現在の診断結果を保存する記録ナンバーが表示されています。記録ナン

バーを変更したい場合は、[<]または[>]で選択します。[enter/print]で決定します。  

用紙印刷とデータ保存の両方を設定している場合(‘P – S’)は、データ保存と同時に診断結果を記

載した用紙が印刷されます。  

保存保存保存保存データデータデータデータ消去消去消去消去    

診断結果は最大 999 件まで保存できます。最大件数以上は保存されませんのでご注意ください。既

存の記録ナンバーに置き換えるか、既存のデータを全て消去してください。 

‘SAV’画面で[<]または[>]で記録ナンバーを‘000’ (グラフセクション: ‘--%’.)を選択します。  

 

[enter/print]ボタンをピー音がするまで長押しします。全ての診断結果は消去されました。次の記録

ナンバーは 001 から表示されます。  

アーガスデータマネージャーソフトウェアを使用してパソコンにデータを取り込んだ際には、保存さ

れたデータは自動的に消去されます。 



印刷印刷印刷印刷ロールロールロールロール紙紙紙紙のののの装填装填装填装填    

プリンターへの印刷ロール紙装填 

1. プリンター正面のフタを開きます。 

2. ロール紙先端を数センチ引き出し、用紙内側面をプリンター内上部に沿わすように挿入します。（イ

ラスト参照） 

3. フタをゆがみのないように丁寧に閉めます。 

 

 

印刷ロール紙の仕様: 

• 幅 58 mm  

• 直径 20mm 

• 用紙厚 65u 

• 重量 53 – 64 g/m2 

• 感熱印刷面内側 

補充用ロール紙のご用命は診断機をお買い上げの販売店にお申し付けください。 

その他のご質問はこちらまで。 

アーガス社ユーザーサポートページ www.argusanalyzers.com/support/index.htm 

日本国内総輸入元 http://www.was-inc.jp/ 

 

 

 

 

 

 



おおおお手入手入手入手入れとれとれとれとアアアアフターサービスフターサービスフターサービスフターサービス    

おおおお手入手入手入手入れれれれ    

ご自身でのお手入れは、カレンダー記憶用の内部電池交換と、ケーブル破損時の交換の 2 つだけ

です。どちらもプラスドライバーで裏蓋を開けて行います。  

内部電池交換内部電池交換内部電池交換内部電池交換    

AA1000とAA360にはカレンダー記憶用の小型ボタン電池が内蔵されています。電池寿命は3年か

ら 5 年ですが、工場から出荷時に内蔵されている電池は、その使用期間を保証されません。電池が

なくなると  (内部電池警告)アイコンが表示されます。お早めに交換してください。電池タイ

プ: CR-2032 

内部電池交換方法 

1. 診断機はバッテリーから取り外していることを確認します。 

2. 診断機の裏蓋から 4 箇所のプラスネジを取り外します。ネジは、ゴム台座の下にあります。 

3. 裏蓋を静かに開けます。この際、裏蓋と本体は細い電線でつながっていますので、切断しないよう

に注意してください。 

4. ボタン電池を取り外し、プラス側を上にして新しいものを取り付けます。 

5. 逆の手順で裏蓋を閉めます。ネジは締め付けすぎないようにご注意ください。 

カレンダーや初期設定を再度行ってください。  

ケーブルケーブルケーブルケーブル交換交換交換交換    

ケーブルの断線や破損、クランプの破損が見られる場合は、ご自身で交換することができます。お

買い求めの販売店にご依頼ください。  

ケーブル交換方法: 

1. 診断機はバッテリーから取り外していることを確認します。 

2. 診断機の裏蓋から 4 箇所のプラスネジを取り外します。ネジは、ゴム台座の下にあります。 

3. 裏蓋を静かに開けます。この際、裏蓋と本体は細い配線でつながっていますので、切断しないよう

に注意してください。 

4. まず 3 本の細い配線のつながる白いカプラーを基盤から引き抜きます。 

5. 次にケーブルにつながる太い配線を、それぞれ抜き取ります。 

6. ＋と－を確認して、間違いの無いように、新しい配線を接続します。  

7. 新しい白いカプラーも基盤に接続します。  

8. ケーブルのゴム部根元を本体ケースの溝にしっかりと合わせます。 

9. 逆の手順で裏蓋を閉めます。ネジは締め付けすぎないようにご注意ください。 

    



故障故障故障故障かなかなかなかな？？？？とととと思思思思ったらったらったらったら。。。。よくあるよくあるよくあるよくある質問質問質問質問    

診断時診断時診断時診断時    

現象:  

バッテリーにつないでも診断機の電源が入らない。 

原因:  

• プラス、マイナスを逆につないでいたり、プラスティック部などをはさんでいる。接続を再度確認して

ください。 

• バッテリー電圧が 4.7V 未満である。バッテリー電圧を御確認ください。 

• ケーブルが損傷、断線している。ケーブルを交換してください。  

現象: 

診断をするたびに結果が大きく異なる。（バッテリーの性質上、数%程度の差は常にみられます） 

原因: 

• バッテリーターミナルが汚れていたり、錆びていることがあります。清掃して再度つなぎ直してくだ

さい。 

現象: 

新品または同党のバッテリーにも関わらずバッテリー寿命テストで「不良」や「要注意」の結果がで

た。 

原因: 

• バッテリー基準値の入力値を間違っていませんか？本来よりも高く設定されていませんか？診断

機に添付される換算表は、流通しているバッテリーの一般的な CCA 傾向を記載した参考値です。

一般的に高機能バッテリーは容量が大きく CCA 値が高く、普及クラスのバッテリーは容量が少なく

CCA 値が低い傾向があります。診断されるバッテリーの基準値を再度ご確認ください。 

現象: 

バッテリー寿命テストでは「不良」だが、始動能力テストでは「良好」の結果がでた。 

原因: 

• バッテリー基準値の入力値を間違っていませんか？本来よりも高く設定されていませんか？ 

• エンジンが暖機後で始動が容易な状況である、などが考えれます。バッテリーの劣化は進んでい

ますので、突然にバッテリートラブルになる可能性があります。 

• バッテリーはすでに劣化しており、容量は減少していますが、バッテリーサイズが大きく余裕があり

エンジンを始動する能力があるのかもしれません。劣化は進んでいますので注意が必要です。 



現象: 

バッテリー寿命テストでは「良好」だが、始動能力テストでは「不良」の結果がでた。 

原因: 

• バッテリー基準値の入力値を間違っていませんか？本来よりも低く設定されていませんか？ 

• バッテリーサイズ、容量が小さすぎ、エンジンをスタートするための能力をもっていないかもしれま

せん。 

• エンジンスタートシステムやセルモーターなどに劣化や損傷があるかもしれません。 

 

現象: 

バッテリーが良好であるにもかかわらず不良の結果が頻出する。 

原因: 

• バッテリー基準値の入力値が誤っているかもしれません。 

• バッテリー規格の設定が誤っていませんか？(CCA, CA, EN, EN2, DIN) 

現象: 

診断が終了したのに、結果やアドバイスが表示されない。 

原因: 

• バッテリー基準値を入力しなかった。  

• バッテリーが過放電しており、診断に必要な最低限の電圧を保持していないかもしれません。充電

後再テストしてください。 

現象: 

極端に低い値が計測された。例 1CCA。2CCA など 

原因: 

• バッテリー端子への接続が不十分かもしれません。汚れをふき取り、クリップを左右に動かししっ

かりと接続してください。  

• クリップの両端がしっかりとバッテリー端子に接続されていますか？+-それぞれのクリップには電

源側と計測側があり、両方がしっかりと端子に接続されていなければ正確な測定が行えません。 

• 診断機のケーブルが破損している可能性があります。何度試みても同様の症状に改善が見られ

ない場合は、補修用ケーブルをお求めください。お買い上げの販売店もしくは弊社までご連絡くだ

さい。 

現象: 

極端に高い値が計測された。例 9999CCA など 



原因: 

• バッテリー端子への接続が不十分かもしれません。汚れをふき取り、クリップを左右に動かししっ

かりと接続してください。  

• クリップの両端がしっかりとバッテリー端子に接続されていますか？+-それぞれのクリップには電

源側と計測側があり、両方がしっかりと端子に接続されていなければ正確な測定が行えません。 

• 診断機のケーブルが破損している可能性があります。何度試みても同様の症状に改善が見られ

ない場合は、補修用ケーブルをお求めください。お買い上げの販売店もしくは弊社までご連絡くだ

さい。 

 

出力時出力時出力時出力時::::    

現象: 

診断結果がの用紙印刷がされない。 

原因: 

• プリンターのロール紙がなくなっていませんか？ 

• プリンターのロール紙の印字面を逆さまに挿入していませんか？ 

• プリンターのロール紙の封入方法が誤っていませんか？ 

• 診断機の結果出力設定が‘Save’になっており‘Print’印刷されないように設定されていません

か？(Tester Set-up Options 参照) 

現象: 

プリンターアイコン が点灯しない。 

原因: 

• プリンターのロール紙がなくなっていませんか？ 

• プリンターのロール紙の封入方法が誤っていませんか？ 

• 診断機本体とプリンターはしっかりと接続されていますか？ 

現象: 

印字される日時が誤っている。 

原因: 

• 初期設定画面で、日時を正しく設定してください。(Tester Set-up Options 参照) 

• カレンダー用内部電池がなくなっていませんか？交換してください。上記 Service を参照してくださ

い。 



ご質問やご不明な点がございましたらお気軽に弊社までお問い合わせください。  

http://www.was-inc.jp/ 

http://www.argusanalyzers.com/support/index.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



保証保証保証保証およびおよびおよびおよび宣言書宣言書宣言書宣言書    

修理修理修理修理・・・・保証保証保証保証    

この製品の保証期間は購入日から 1 年間です。 

お客様の過失無く、製造上の欠陥または材質の欠陥に起因した不具合が発生した場合は、保証期

間内に限り無償で修理または交換いたします。 

当社もしくは公認スタッフ以外の人により、修理された場合、この保証は無効となります。ただし、ケ

ーブルはユーザー自身で交換することができます。 

また、本品以外の間接的損害に関するいかなる保証もいたしません。 

保証を受けるには、購入時のレシートまたは納品書を添付してお買い上げの販売店へご相談くださ

い。  

輸入発売元 ワーズインク株式会社 

www.was-inc.jp info@was-inc.jp 

151-0064 東京都渋谷区上原 1-1-17 2F tel 03-5738-0510 fax 03-5738-0512 

法令順守宣言法令順守宣言法令順守宣言法令順守宣言    

 

    



原産地証明原産地証明原産地証明原産地証明    

 

    

環境対応環境対応環境対応環境対応    

アーガスバッテリー診断機は、’欧州連合による電機機器廃棄に関する指令(2002/96/EC)、電機電

子機器の廃棄(WEEE Directive)および有害物質規制(2002/95/EC RoHS Directive)に準拠していま

す。 

廃棄およびリサイクル:  

 

廃棄される際には、当該地の条例に従ってください。 

内部電池は条例に従って廃棄およびリサイクルしてください。 

    

    

    

    

    



アーガスデータマネージャーアーガスデータマネージャーアーガスデータマネージャーアーガスデータマネージャー(ADM)(ADM)(ADM)(ADM)    

使用環境使用環境使用環境使用環境        

ADM は、Windows XP、Windows Vista、Windows 7 にて安定して作動します。ADM はメモリー

（AA1000 または AA360 専用プリンター）に保存されたバッテリー診断結果をパソコン上に一覧整理

して閲覧・保存・レポート作成などができるソフトウェアです。  

ADMADMADMADM ののののインストインストインストインストールールールール    

アーガス社のダウンロード用ウェブサイトからダウンロードする、または CD から自動的にインストー

ルされます。自動的にインストールが始まらない場合は、‘adminstaller.msi’ ファイルをダブルクリッ

クしてください。 

www.was-inc.jp 

http://www.argusanalyzers.com/battery-testers/products/argus-data-manager.html 

ソフトウェアは常駐し、画面右下にアイコンが表示されます。ADM を起動する際には、このアイコン

をクリックするか、アーガス診断機のプリンターを接続すると自動で立ち上がります。  

診断結果診断結果診断結果診断結果データデータデータデータのののの ADMADMADMADM へのへのへのへの移動移動移動移動    

診断結果を「保存」に設定している場合は、診断機プリンターに保存された診断結果を ADM へ移動

し、閲覧・プリント・管理ができます。  

診断機プリンターを付属の USB ケーブルで PC と接続します。初めての接続時には、お使いの診断

機などの情報を登録します。プリンター内に保存された診断結果はすべて自動的に ADM に移動さ

れ、プリンター内のデータは消去されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ADMADMADMADM 画面解説画面解説画面解説画面解説    

 

1. 選択した記録を削除 

2. 診断結果リスト 

3. 記録ソート 

4. レポート設定 

5. 情報項目履歴参照 

6. 情報項目入力 

7. 診断機出力用紙ヘッダー設定 

8. レポートを見る 

9. レポートを保存 

10. レポートを印刷 

11. 診断機接続アイコン 

12. アーガスデータベース接続アイコン 

13. レポートをクリップボードにコピー 

14. 診断レポートのヘッダー 



15. 診断レポート 

16. 表示診断結果の表示非表示フィルター 

17. CSV 形式にエキスポート 

診断結果閲診断結果閲診断結果閲診断結果閲、、、、編集編集編集編集    

診断結果リストをクリックすると、レポートが表示されます。リストの各項目をクリックすると当該項目

によってソートされます。 

各診断結果には、バッテリーや車両情報を個別に付加することができます。情報項目入力ボタンを

クリックし、各情報を入力し、OK をクリックすると保存され、診断結果に情報が追加されます。この

情報はいつでも修正、追加することができます。 

 

先に保存した各情報を再利用、編集する際には、情報項目履歴参照ボタンをクリックし、該当する

情報を選択します。編集する場合は、ウインドウ内右の編集ボタンをクリックすると編集できます。 



 

診断診断診断診断レポートレポートレポートレポート    

診断レポート欄上部の各ボタンの操作により、表示、保存、クリップボードにコピーなどをおこなうこ

とができます。 

レポートのフォーマットは、レポート設定ボタンをクリックすることによりお好みに設定することができ

ます。 

診断診断診断診断レポートヘッダーレポートヘッダーレポートヘッダーレポートヘッダー設定設定設定設定    

診断レポートのヘッダーを3行まで設定できます。「レポート設定」→「診断レポートのヘッダー」画面

で、行います。「本ヘッダーを接続時に自動設定する」にチェックを入れておくと、こちらでのヘッダー

文字が診断機出力用紙ヘッダーにも反映されます。ただし、診断機からの出力可能なヘッダー文字

は半角英数字に限ります。診断機からの出力用紙のヘッダーを診断レポートのヘッダーと別に設定

する場合は、チェックを外し、右上の診断機出力用紙ヘッダーボタンをクリックして別途設定してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


